
（別紙３）

～ 2025年　8月　12日

（対象者数） 15 （回答者数） 10

～ 2025年　8月　23日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・カンファレンスの強化やお子様の特性理解についての

研修受講をより積極的に行うことで支援の質の向上を図って

まいります。

2

・サポートに入る指導員を配置するなどして、小集団レッ

スンでも安心して各課題に取り組むことができるように

環境を整えてまいります。

3

・日々変化・成長していくお子様の姿に合わせ、職員全員で

課題内容の精査・提示や支援方法の技術研鑽に努めていきま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・生活に必要な動作の部分的訓練においては、支援を継続

します。また、保育園や幼稚園などの集団生活に属してい

ないお子様に対しては、必要となる生活動作の獲得に向け

、日中支援型の事業所などもご案内しています。

2

・ご希望の方にはクッションの貸し出しや近隣のおむつ替

えの出来る場所をお伝えすることで対応しています。

3

・契約時のお伝えのみでなく、掲示方法を見直しながら教

室SNS（LINEやインスタグラム）を活用した周知を図ってま

いります。また、ご利用者様との訓練も今後実施を検討して

いきます。

○従業者評価実施期間

○事業所名 コペルプラス長岡教室

○保護者評価実施期間
2025年　7月　9日

○保護者評価有効回答数

2025年　8月　12日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　8月　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対策マニュアル等の策定や訓練を実施しているが保

護者様へ周知されていない点

・各マニュアルについては契約時に玄関先へ設置していて

いつでも閲覧頂けることをお伝えしているが、あまり確認

いただけていない状況があります。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・食事や排せつなど、生活動作訓練の実施が難しい点 ・1時間の個別療育のため、生活動作を伴う支援に限りが

ありますが、可能な範囲で生活動作訓練ができるように

、個別支援計画に導入しながら取り組んでいます。

・トイレにおむつ替えの台がない点 ・構造上、設置できるスペースがないことが要因と考えら

れます。

・一人一人の児童に寄り添いながら必要に応じて個別療育や小

集団療育を考慮しています。

・お子様の事を十分に理解し、特性に応じた専門性のある支援

を実施しています。

・定期的なカンファレンスや毎日の情報共有を徹底し、

お子様に合わせた支援をどの指導員でも実施できるよう努めて

います。

・就園や就学に向けて個別レッスンと、2名～6名の小集団

レッスンを提供しています。

・小集団レッスンでは集団の中での「見る力」や「聞く力」を

育み、他児と関わる経験を積み重ねることにより、社会性やコ

ミュニケーション力の向上を目指して支援を行っています。

・毎月、毎週変わる様々な教材や歌など、充実したプログラム

内容に加え、個々のお子さまのニーズに沿った個別支援課題を

プラスして取り入れ提供している点

・担当制ではないため、毎回の療育後は個別台帳やカンファレ

ンスで情報共有を密に行い、課題内容や提示方法を職員全員で

把握・検討し次の療育に反映させております。

同じ教材でも、1週目～4週目に向けて提示方法を段階を踏ん

で変えていくなど、1ヶ月を通じてもお子さまが飽きることな

く楽しく取り組める工夫をしています。

事業所における自己評価総括表公表


